
古墳時代信濃地域における鉄製品関連文献集成
河野正訓・上田大熙
〔凡例〕
１．古墳時代鉄製品にかかわる文献のうち、のちの信濃と呼ばれる地域（以下、信濃地域）にかかわるものを集成した。なお、古墳時代終末期（７世紀）の鉄製品関連文献も集成に含めている。
２．集成作業は、原則として信濃地域を中心に扱った。雑誌・本・図録を中心に収集した。論文だけではなく資料紹介にかかわるものも集成の対象に含めている。信濃地域以外や全国規模の鉄製品研究で一部信濃地域の鉄製品を扱っているものは集成の対象からはずしている。
３．図録の論考は別に抽出し併記している。

４．Excel2010を使用し作成した。「雑誌」・「本」・「図録」とでシート分けしている。

５．本集成は、河野正訓（明治大学研究・知財戦略機構　研究推進員（ポスト・ドクター））と上田大熙（明治大学学部生）が行った。編集は河野が担当した。
６．本集成は、2012年度明治大学若手研究『古墳時代信濃地域における鉄製品の生産と流通』（研究代表者：河野正訓）の成果の一部である。

